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Ⅱ 平成２9年度みえスタディ・チェック結果の分析報告（小学校国語） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 
平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第 4 学年第 1 回 70.3% 5.4% 55.2% 44.0% 65.7% 76.5% 

第 5 学年第 1 回 61.3% 6.7% 31.3% 43.0% 49.8% 71.8% 

第 5 学年第 2 回 60.6% 7.9% 43.4% 30.7% 43.4% 70.9% 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 結果から見られる強みと弱み         （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

３ 特に課題が見られる問題 

 第４学年第 1 回 ３二の問題 （平均正答率：32.2％）               

 インタビューの内容を適切に捉えること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 強み（相当数の児童ができている点） 弱み（課題のある点） 

第
４
学
年
第
１
回 

１一１ 
 

 
 
 
３一 
 

◎学年別配当表に示されてい
る漢字を正しく読むこと。 

 
 
 
○相手に応じた適切な言葉遣
いができること。 

３二 
 
 
 
 
４二 
（２） 

☆インタビューの内容を適切に捉
えること。（正答率が最も低く、
無解答率も高い）【問題掲載】 

 
☆文章の中心的な内容を適切に捉
えること。（無解答率が最も高
い） 

第
５
学
年
第
１
回 

１二２ 
 

 
 
４一 
 

◎学年別配当表に示されてい
る漢字を正しく書くこと。 

 
 
○場面の様子を適切に捉える
こと。  

１三 
（イ） 
 
 
４二 
（２） 
 

○主語と述語の位置が離れている
文において、主語と述語の関係
を捉えること。（正答率が低い） 

☆登場人物の気持ちについて叙述
を基に想像して書くこと。（正答
率が最も低く、無解答率も最も
高い） 

第
５
学
年
第
２
回 

 １一１ 
⑵ 

 
３一 
 

◎学年別配当表に示されてい
る漢字を正しく読むこと。 

 
○目的に応じて，段落相互の関
係を考えて読む。 

３二 
 
 
４三 

☆文章の内容を的確に押さえ、そ
の内容に対する自分の考えを書
く。（正答率が低い） 

☆必要な内容を適切に引用して、
自分の考えを書く。（正答率が低
く、無解答率が最も高い）【問題
掲載】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜解答類型別正答率＞  

問題番号 解答類型 正答 
正答率 
誤答率 

３ 二 （正答の条件）   

  
次の条件を満たして解答している。 
① 手あらいやうがいをよびかけるという内容を書いている。 
② 20 字以上 30 字以内で書いている。 

 
 

  
（正答例） 
〇 かぜをひかないように、手あらいやうがいをよびかける（25 字） 

 
 

  １ 条件①・②を満たして解答しているもの ◎ 32.1％ 

  ２ 
条件②を満たしていないもの 
（例） 手あらいやうがいをよびかける（14 字） 
→上記の（例）は字数が不足している。 

 2.5％ 

  ３ 

条件①を満たしていないもの 
（例）寒い時に、かぜをひかないために気をつけることについて

話をする（30 字） 
→上記の（例）は手あらいやうがいを呼びかけるという内容を
書いていない。 

 19.8％ 

  ９ 上記以外の解答  33.4％ 

  ０ 無解答  12.2％ 

 



 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

インタビューの内容を適切に捉えるためには、話の中心に気を付けて聞き、内容を簡潔
にまとめる 

 
学校生活では、インタビューや取材した内容をまとめて報告する機会が多いです。取

材した事柄をまとめる場合には、事実と感想・意見などを区別し、大事なことを落とさ
ずに簡潔にまとめることを意識させることが大切です。 

 

＜関連するワークシート＞ 

 授業改善サイクル支援ネットの活用  

平成 27 年度 教員等が作成したワークシート 

 質問 または 感想 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 第５学年 第２回 ４三の問題 （平均正答率：18.8％）                

必要な内容を適切に引用して自分の意見を書く 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解答類型 正答 
正答率 

誤答率 

４ 三 

（正答の条件） 
 次の条件を満たして解答している。 
 ① 「一さつの本をじっくり読むほうがよい」と「いろいろな本を読むほうがよ

い」のどちらの意見に賛成か，立場を明らかにして書いている。 
 ② 理由を,【話し合いの様子の一部】から,「 」を使って引用して書いている。 
 ③ 【話し合いの様子の一部】にふさわしい表現で，８０字以上，１２０字以内

で書いている。 

 

 

（正答例） 
・わたしは一さつの本をじっくり読むほうがよいと考えます。本田さんが「同じ本
を読み返すと，新しい考えも出てきて，読むのが楽しくなる」と言っていたよう
に，じっくり読むと，新しいことに気づくことができるので，作者の思いを深く
とらえられると思います。（１２０字） 

・わたしはいろいろな本を読むほうがよいと思います。森山さんが「『星ざの物語』
という本を読んで，星についていろいろなことを知り，きょう味を持つようにな
りました」と話していたように，たくさんの本を読まないと，自分が何が好きか
は分からないからです。（１２０字） 

 

 

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎ 18.8% 

２ 

条件①,②は満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 
（例）・わたしはいろいろな本を読むほうがよいと考える。森山さんは「『星
ざの物語』という本を読んで，星についていろいろなことを知り，きょう
味を持つようになりました」と話していたが，たくさんの本を読まないと，
自分が何が好きか分からないと思うからだ。（１１８字） 

＊話し合いにふさわしい表現（敬体）で書いていない。 
（例） 
・わたしは一さつの本をじっくり読むほうがいいです。本田さんが「ちがう
感想をもっていることがあり」と言ったけれど，急いで読むと読みちがえ
ることもあるからです。（７７字） 

＊字数不足 

 4.1% 

３ 

条件①,③は満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 
（例）・わたしは，一さつの本をじっくり読むことが大切だと思います。なぜ
なら，文章の細かいところに，作者の深い思いがこめられていることが多
いからです。いくらいろいろな本を読んでも，深いところまでとらえなけ
れば，読んだ意味がないと思うのです。（１１５字） 

＊【話し合いの様子の一部】から「 」を使って引用していない。 

 27.7% 

４ 

条件②,③は満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 
（例）・本田さんが「同じ本を読み返すと，新しい考えも出てきて，読むのが
楽しくなる」と言っていたように，じっくり読むと，新しいことに気づく
ことができるので，作者の思いを深くとらえられると思います。（９３字） 

＊どちらに賛成か，立場を明らかにしていない。 

 0.8% 

９ 上記以外の解答  20.8% 

０ 無解答  27.8% 

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

   必要な内容を適切に引用して自分の意見を書く 

引用をする場合は，かぎ（「 」）を付け，自分の意見と明確に区別することを，必ず守る

ようにする。本などから引用する場合は，作者名や書名も明記するように指導します。不必

要な部分まで長く引用する児童も多いので，必要な部分だけを，引用するように指導します。 

 



 

＜関連するワークシート＞ 

 授業改善サイクル支援ネットの活用  

平成 29 年度 三重の学-viva セット!!第１０弾 

 引用 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


